
CAUTION

　

左
グ
ラ
フ
は
、
過
去
32
年
間
の
気
象
庁
長
崎
空
港
出
張
所

で
の
降
雨
量
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
崎
空
港
で
測
定
し
た
市

内
の
年
間
平
年
降
水
量
は
１
‚
８
３
４
㎜
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

示
し
て
い
ま
す
。
薄
茶
色
の
年
は
平
均
値
よ
り
少
な
か
っ
た

年
で
、
32
年
間
の
う
ち
20
年
は
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
少
雨
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
解
り
ま
す
。

　

近
年
の
少
雨
の
た
め
、
市
で
は
４
月
に
水
資
源
対
策
室
を

設
置
し
、
水
道
局
や
関
係
部
局
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
総
合
的
、

中
長
期
的
な
水
資
源
の
保
全
と
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
の
水
循
環
の
現
状
の
把
握
（
調
査
・
検
討
・

計
画
な
ど
）
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
水
源
の
涵
養
（
森
林
の
整

備
な
ど
）、
地
下
水
管
理
の
推
進
（
地
下
水
位
の
観
測
な
ど
）、

河
川
水
の
活
用
、
雨
水
浸
透
施
設
、
水
資
源
の
再
利
用
、
雨

水
利
用
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
節
水
は
ダ
ム
に
代
わ
る
水
資
源
」

○
ム
ダ
な
水
は
使
わ
な
い

○
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

○
水
の
再
利
用
を
考
え
る

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ム
ダ
な
水
を
使

わ
な
い
こ
と
が
、
ダ
ム
を
ひ
と
つ
作
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　河川水のうち河川表流水は、主に農業用水とし
て利用されています。農業用水は各河川に設けら
れた取水堰から取水されており、郡川および鈴田
川の大規模河川にはそれぞれ約100か所設置され
ています。

①取水堰
せき

②ダムと貯水池

③ため池

　萱瀬ダムの水は、生活用水と郡川周辺の農業用
水に利用されます。萱瀬ダムからは、上水道とし
て１日15,000ｔを取水しています。そのほか、池
田貯水池、葛城貯水池からも取水しています。

　市内には各地に数多くのため池があります。古
くは江戸時代に築造されており、野岳湖を始め、
約130か所余りのため池が、地域の農業用水とし
て大きな役割を果たしています。

　

地
下
水
、
河
川
水
に
代
表
さ
れ
る
水

資
源
は
、
雨
と
し
て
供
給
さ
れ
海
に
向

か
う
途
中
、
水
循
環
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
物
の
命

を
育
み
、
生
活
や
産
業
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
上
の
限
り

あ
る
重
要
な
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

か
つ
て
、
大
村
は
多
良
山
系
の
豊
富

な
降
水
量
と
地
下
水
を
貯
め
や
す
い
地

層
に
よ
り
、
地
下
水
・
河
川
水
と
も
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
大
村
の
豊
か

な
水
は
、
市
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

水

　

左
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
は
郡
川
扇
状
地
と
い
わ
れ
、

郡
川
の
水
流
に
よ
り
山
地
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。
こ
こ
は
地
下
水
を
た
め
や
す
い
地
域
で
、

大
き
な
水
が
め
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
域
で
降
っ
た
雨
は
蒸
発
す
る
分
、
河
川
を
流
れ
る

分
、
地
下
の
基
盤
岩
へ
浸
透
す
る
分
に
分
か
れ
ま
す
。
郡
川

を
流
れ
る
河
川
水
は
荒
瀬
橋
下
流
か
ら
地
下
へ
入
り
郡
川
扇

状
地
の
豊
か
な
地
下
水
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で

大
村
湾
へ
と
向
か
い
ま
す
。

お
お
む
ら
の事

情
年間総雨量（昭和 51年～平成 19年）

河川水の利用状況

　

水
資
源
を
用
途
別
に
区
分
す
る
と
、
生
活
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
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